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一一動物介在活動総論として一一

宮川治樹

近年、「アニマル・セラピ-Jと呼ばれる活動に対する関心が高まっています。しかし、一口

に「アニマjレ・セラピー」といっても、その中には多様な活動が含まれています。また、活動を

ともにする動物にもいろいろな謹類む動物が含まれます。おそらく犬が一番多く活動していると

患われますが、他にも罵や鳥、イルカなど、いろいろな種類の動物が活寵していますO また、そ

りような活動を実施している場所にしても、病誌や高齢者抱設、保育璽や公園、乗馬センターな

どいろいろな施設や場所があります。私は縁あって香川県:さぬき市にあるドルフィンセンターで

イルカを用いた活動に関わっていますが、その活動は「アニマル・セラピ.，-Jの多様性の中で、

ごく一部でしかありませんo そこで、今回は「アニマル・セラピ-Jと呼ばれている動物の介在

する活動全般について概観するとともに臨床心理学もしくは心理臨沫の立場から「アニマル・セ

ラピ-J ，こ関わっているものとしての私の私晃を述べてみたいと思います。

ところで、「アニマル・セラピ-Jと言った場合、言葉の意味をそのまま取れば、 f動物が治療

するjと言ったニュアンスが強く感じられますし， i病気になった動物を治療する」という意味

にもとれてしまいます。そのような混乱を避けるために、私たちが「アニマル・セラピ-Jと呼

んでいるものは、正確には fアニマル・アシステッド・セラピー (AnimalAssisted Therapy : 

動物介在察法)Jといいます。「動物に手伝ってもらう治寮」と言う意味です。また、ここで捷わ

れているセラピー (Therapy)という言葉は， i治療」あるいは「療法Jと言う意味ですが、屋

寮的行為としての治壌の中で、特iこ、薬や外科的処置を用いないで人を健康にする働きかけのこ

とを意味しています。薬や外科的延置を用いた治療は、英語ではキュア (Cure)と言います。

「アニマル・セラピ-Jの産史

歴史的にみれば、恐らく、一番古く伝統のあるのがホース・セラピーです。今でも動物介在療

法の中で最も組織的に最も整備されたプログラムで実施されている動物を用いた治療法であると

考えられます。便宜上、産学的な治療を身体面の治療と精神面 (1湾籍軍)治療に大到してみます

と、ホース・セラピーの場合は、堅史的には身体面の治療が主流でした。それと対照的にドjレフィ

ン・セラピーは、どちらかといえば精神面の治療を中心としてはじめられたもので¥まだ藍史も

浅く十分に研究されていないのが現状です。

Q
d
 
no 



アニマル・セラピーって……?

身体面の治療に関しては、古代ローマ帝国時代には既に、戦争で傷ついた兵士の機能回復に乗

馬が用いられていたと言われています。そして、 19世紀後半頃には、乗罵が麻療を持う神経障害

の治療に有効であるとして意識的に活用されはじめ、アメワ力、イギワス、ドイツ、オーストリ

アなど世界各患で用いるれるようになり、一つの治擦フ。ログラムとしての形を整えてきました。

一方の精神面の治療に関して意図的に動物が男いられたと言う記録は、 18世紀後半のイギリ

スにおける取り組みに関するものが挙げられます。 18世紀頃まで心を病んだ人たちはそもそも治

察の対象とは考えられず、周囲に被害が及ばないよう鎖で、つなぎ閉じ込められる「罰と制限jを

中心とした非人道的な対誌がなされるのが常でした。イギリスでも18世紀後半頃になってようや

く靖神障害者む正常化を意図した新しい人道的な撞設が作ちれ始めました。そこでは、手仕事や

読書などが奨励される一方で庭園での作業や動物の世話などが奨励され、ウサギ、やニワトりなど

の小動物とのかかわりを通して精神面の治療を進めようとする意図的な議きかけが試みられるよ

うiこなったということです。

また、ドイツでも同じ頃に、てんかん患者の撞設において犬や猫、鳥などの小動物や馬などの

動物の世話をしたりする動物とのかかわりを奨励する試みが始められたようです。

日本においてもお世紀の初め頃に辻、森田療法と呼ばれる治療プログラムの中で動物の飼育が

試みられています。森由療法では、「あるがままJにいることを重要なものととらえています。

このような「自然をそのまま受け入れる」ことを体得するため、共同倖業や食事の準婦など生活

全殻の当番の他に農作業や園芸などが行われていました。その流れの中で、動物の錦育が取り入

れられたということです。

米国では、第 1次、第2次世界大戦の後、戦争による外傷後ストレス障害 CPostTraumatic 

Stress Disorder ; PTSD)の治療のなかで、動物を積極的に取り入れることを始めたようです。

また、特;にこ我々の£心、理諒床の分野において動物の存在意義を意識したのは心理学者のB

ンソンでで、したo 1960年頃、彼は、靖諸的に問題を持つ子と、もに対する心理治療を試みていました

が、その子はなかなか心を関かず、引きこもりがちで治療がうまく進麗しないまま長引いていま

した。ある吾、その子どもが約束の時毘よりずっと早く治療室に来てしまったときに、偶然その

部屋に居たレピンソンの鏡い犬が子どもの方に駆け寄って大歓速をしたということがありました。

ところが、そのことをきっかけに子どもの方も心を開くようになり、その後、治療者とも良好な

関係を形成することが可能となり治寮の進震が見られるようになったということです。このよう

な経験からレピンソンは、子どものJ心理治療において良い治療関係を咋るために犬を罵いる試み

をするようになったのです。このようなレどンソンの実践が、動物を子どもの心理察法に意図的

に参加させる活動の始まりとなりました。
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動物と人間の暮らし

一方、近年の fアニマノレ・セラどー」に対する関心の高まりの背景には、動物の存在を治療に

生かそうとする直接的な関心だけでなく、一般社会における人と動物の関わり方の変化や動物に

対する見方の変化があると考えるれます。

人間は、 1万2千年から 1万4千年位前から犬と暮らし姶めていたといわれていますし、猿と

は4千年位前かち暮らしiまじめていると言われています。このように古い時代から人間は犬や砲

の動物達と一緒に暮色してきました。犬の擾れた身体能力を生かして猟犬や番犬として活用した

り、罵や牛を家畜化するなどして入閣の生活の手助けとしていました。また、紀元前100年頃iこ

は既に盲導犬が存在した記誌が残っているようですし、現在では介助犬や聴導犬などの障害をもっ

た人聞の磯能を構う呂的で訊練された動物が活躍しています。更に、特に動物の能力を利用する

ためにではなく、ただ一緒iこ暮らすだけの愛玩用動物を所有することも多くなり、今やペットブー

ムと言われるまでになっています。

このように、人間と動物との長い多様な共生的関係が続いていますが、もともとヨーロッパな

どでは人語中心の考え方が強くありました。それゆえに、人間は犬に摂らず動物全般に対して優

位に立つ存在であるという考え方をしていました。しかし、近年、人間だけが抱の動物の上iこ立っ

て動物全体を支配するという考え方に対して批判がなされるようになってきました。知性の式うり

方や感性は議々で;まありますが、地の動物と対等に暮与しを共有する仲間として関わっていく必

要があるのではないかという考え方が40，._，50年位前から強くなってきています。これは「人と動

物の幹 (hurnananirnal bond) Jという考えにつながっています。昔は家畜として動物を語っ

たり、伺かり目的や道具として動物に接していました。あるいは、役に立っかと、うかという視点

で動物をみていました。そうではなく、さちにベットとして動物を支配するのでもなく、ある種

のパートナー (partner)、もしくはコンパニオン (cornpanion)として、お互いの心を支えあ

う仲間として動物の存在を意識していけばどうかという考え方です。このような考え方が、近年

世界的にまがってきたことが、動物の存在意義を再認識させる力となり、「アニマル・セラピ-J

への関心と期待を膨ちませる要因として働いているものと考えられます。

動物との活動の治療的効果について

「アニマノレ・セラピ-Jに対する期待や関心が高まっている半面、靖神面での治療という観点

から動物の存在が実際どのように、どの程度役に立つのかを疑問視する向きもあります。しかし、

それを客観的に科学的な方法で検証するとなると大変です。人間の惑需がどのように動くのか、

どのように気持ちが沈んだり晴れたりするのかといったこと、すなわち、感情の変化を数檀化し

て証明する必要があるからです。残念ながる人間の心の徴妙で複雑な議きの変化を数値化するこ
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と辻極めて難しいことです。何か変化があることが自覚されたとしても、それがどのような変化

なのかを客観的に測定して説明することは極めて密難なことです。また、動物が居ることによっ

て起こる心理面や精神面の変化が治療的に有意義でおるということを生理学的指壌で示して証明

することも非常に難しくなかなか科学的な実証研究む対象になりませんO このような冨難はあり

ますが、現実的な効果・勢用として、「アニマル・セラピ-J ，こ参加した人む多くはその動物に

救われているという実惑があります。また、周囲の人々の多くが、参加者む明らかな変化を感じ

取っています。

fアニマjいセラピ-Jの身体面で、の治療効果については、徐々に研究が進みその効果を実註す

るデータが蓄議されつつありますが、その心理面，精神面での治療効果を証明するデータは不足

しています。我々も、「アニマル・セラピ-Jの効果・効用を誰かめる方法を模索しつつ調査デー

タの蓄積を続けており、予想以上の効栗・効用を示すデータが集まりつつありますが、まだ、十

分なものとはいえませんO

しかし、客観的な科学的データで証明されるまではその効果・効用を一切認めずそれを活用し

ないというのはるまりに頑な態度で建設的でないように思いますO このような活動や取り組みに

関心のある入は、明らかな弊害が出ない張り、積極的に実践されるのが良いと私は考えています。

ただし、過剰な期待やその効果を過信ないような冷静な読点と配虐は必要だと思いますし、実誤

と平行した専門的な観点からの検証作業を重ねる必要があることは言うまでもあちませんO

護れたレクレーションとしての「アニマル・セラピー」

近年、ヨ本では、訓練された動物を擁設に入呈している人々の所に連れて行く慰問活動が盛ん

になってきました。以前は、動物を抱設内に入れること拭衛生的な問題があると考えられること

が多かったため、施設や病院ではあまり導入したがりませんでした。しかし、勇気ある病院や、

現実に役に立つことは覆撞的に取り入れていこうという発想をもった病読や施設では、動物を種

謹的に導入するようになってきました。もちろん、多くの場合、動物自体も衛生面での配慮や十

分なしつけがなされています。そして、動物を施設に入れてみると寝たきりの入で蒐設の行事に

関心のなかった引きこもりがちの人も興味を持ち拾め、部室から出てくるということが多くなり

ました。動物が介在する行事に対しては入所者の関心が高く、施設の行事に参加する意欲を持つ

ようになったという報告が多く見られます。確かに、現場での体験からすると動物が介在するこ

とによって人間の興味や関心が刺激され活動への動機づけが高まる変化が生じることが多いよう

です。

しかし、それをそのまま治療と呼んでも良いのでしょうか。心理面での治療に関わる立場から

すると、それ拭少し違うようにも豆、えます。また、それが重接的な因果関孫のある治療効果なの

か、間接的な「効用jと呼ぶべきレベルのものであるのかむ半日新も難しいところです。そのよう
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な事情も含めて、私は一般に「アニマル・セラピ-Jと呼ばれている活動を効果的な「レクレー

ションjであると考えておくのが良いように思います。ただし、単なるレクレーションだかち意

味がないと言っているむではありませんO 亘接的な因果関係を証明できるものや治療と呼び得る

ものだけが意味を持つ訳で、はありません。治壌と呼ぶに足るデータの裏づけがなくても、ごく日

常的で当たり前の営みでも、実惑できる何ちかの効果や効尾があるのであれば、利用者にとって

メリットがある訳ですし、そのようなプログラムを提供しようとする髄も遠慮する必要はなく積

極的に活動すれば良いと思います。むしろ、治療と言う枠組みに因われないかーこそ意欲の抵下

しかけた高齢者や障害をもった克童が心のまから楽しめる魅力的な活動を実践しやすいといった

科点があるのではないでしょうか。

子誌夫婦む謎(かすがしっといいますが、犬は地域の鍵といえるようにも感じます。犬を連れ

て散歩をしていると多くの人が声を掛けてくれます。このように地域の人々と繋がりを生じさせ

るきっかけになり、家族聞の緊張が生じた時の緩和剤にもなってくれます。このような現象に関

する調査結果もありますが、あえてその効果を証明するまでもなく経験的な事実としてそのよう

な効果が実感されます。

犬を連れて施設の愚問に訪れることによって部屋に閉じこもりがちな老人が部屋から出てくる

機会を増やすことができます。イルカと自由に遊べる場所を提供することによって、邑閉症克の

笑顔を増やしたり題冨の人との関係を改善する変化を引き出すことが出来ます。しかし、それを

「セラピ-Jと言ってしまうと過剰な期待や誤解を招いてしまう恐れがあるので、そういった活

動は「動物介在活動 CAnimalAssisted Activity) Jと呼ぶのが適切であると私は考えています。

特に限定的に fセラピー」と呼ぶに足る活動や特に治療的な意図をもたないレクレーション的な

活動なども含治た「動物に手伝ってもらう活動」を幅広く総称する言葉です。

日本では、「セラピー」や「カウンセリングj といった言葉が好まれる傾向があります。むし

ろ専門家以外の入が活動の付加錨笹を高める手段としてそのような言葉を使いがちですc 動物を

連れた慰問活動においても、獣医やー殻むボランティアだけでなく心理臨床家や精神科医が関わっ

ている所もるりますが、精神面む治療の専門家がまったく関わらない活動でも「セラピー」と言

う呼び方をしています。一般の人が喜んで活動に協力するための方便として「セラピ-Jと言う

言葉を用いるのかも知れませんが、無用な誤解や過剰な期待をもたせる可能性があるのであれば

「セラピ-Jと言う言葉の捷罵は控えた廷うがよいように思うむです。

我々辻、今後も心理臨床の立場から動物介在活動の実援を継続するとともに、その効用・効果

に関するデータを蓄積していこうと考えています。また、砲の専門分野から動物介在活動;こ関心

のある昔さんやー設の動物好きの方、動物とともに参加する何らかの社会貢献活動を考えておら

れる方も撞極的に動物介在活動という魅力的なレクレーション活動に取り組んでいただきたいと

患います。そうして多様な活動の実複を増やしてゆくことが重要であると考えています。そうす

る事が、動物介在活動という優れてセラゼューティックなレクレーションに対する正しい理解と
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認識を広げる皐道だと思うからです。我々のよきパートナーである動物達にとっても、このよう

な活動を必要とする人々にとっても、好ましい状況が早急に実現されることにつながると思うか

ちです。
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